
 
油圧機器のトラブル要因について 

油圧機器におけるトラブルで代表的な症状と原因、その対策について説明させて頂きます。 
① ポンプのトラブル ②バルブのトラブル ③シリンダー等の摺動面からのオイル洩れ 
油圧機器で起こるトラブルとしては、大きく上記の３種類が挙げられます｡ 
① ポンプのトラブル 

・吸い込み不良→キャビテーションによるポンプの異音 
原因：これは、吸い込み側のサクションフィルターが目詰まりを起こしているか、そ

の配管内が何らかの理由で閉塞している。→オイルタンク内の汚染。 
または、吸い込み配管が長い・細い等が考えられます。 
対策：サクションフィルター/吸い込み配管の掃除、吸い込み配管の変更等 
オイルタンク内の清浄度管理の徹底。 
・吐出量の減少→圧力の低下やオイル洩れ 
原因：ギヤポンプやトロコイドポンプの場合、ギヤやローター・オイルシール等のパ

ッキン類の摩耗が考えられます。 
これらの摩耗の原因としては、稼動時間の経過による劣化（寿命）。もしくはポンプで

送られる流体に異物が混入しており、それによる異常な摩耗が発生している。 
油温の上昇によるパッキン等の硬化等が考えられる。 
特に異物による異常摩耗は一度発生した金属摩耗粉により二次摩耗を引き起こしてし

まう可能性が高く、更なる深刻なトラブルの原因となります｡ 
対策：先ずは、異物の混入経路の封鎖。オイルタンクに開放部は無いか、エアーブリ

－ザー等の見直し。オイルタンク内の清浄度管理の徹底。 
・ポンプモーターの急停止 
原因：電気的なトラブル・ポンプローター等の異物の噛み込み。→モーターの焼きつ

きを引き起こす原因となります。 
対策：電気的な原因はさておき、異物の噛み込みについてはオイルの清浄度管理の徹

底が大きく左右すると考えられます｡ 
 

② バルブのトラブル 
・バルブのスプールへの異物の噛み込みによる動作不良 
原因：電磁弁やサーボバルブ等のバルブのスプールは大変細かく、特にサーボの場合

はその動作切り替えの複雑化・スピードアップのためにその精度が問われます｡ 
この様な油圧機器では、オイルの汚染が問題になっています。オイルの清浄度が良い

状態で保持されていれば、この様なトラブルは防げるのですが、 
一般的には密閉されたオイルタンク及び配管内で新しいきれいなオイルで使用すれば

よいと思われています｡ 
ところが、実際のオイルタンクや配管内は密閉されておらずエアーブリ－ザーや給油



 
口等から外気が出入りしています。この外気に含まれている細かな砂等の粒子により 
オイルに研磨剤を添加したのと同じ状況となり、ポンプや摺動面で摩耗を引き起こし 
その摩耗粉の数量を増加させさらにサイズも大きなものを発生させている場合があり、 
この様な設備でトラブルが起こりやすいと考えられます｡ 
対策：オイルの清浄度管理の徹底。特にサーボ油圧の場合 NAS７級以下で管理といわ

れています。 
 

③ シリンダー等の摺動面からのオイル洩れ 
原因：オイルの汚染により、パッキン等が削られ摩耗してしまう為に引き起こされる。 
対策：オイルの性状管理（オイルの粘度・汚染度等の総合的な管理）の徹底。 

 
まとめ 
各項目の対策で挙げられている、オイルの管理が鍵を握っています｡ 
油圧設備の管理はオイルの管理からと言えるのではないでしょうか？ 
それでは、オイル管理について次の項目で詳しく触れて行きたいと思います｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

油中のコンタミ発生機構とオイル管理基準について 
油中のコンタミの発生について。 
油中のコンタミの発生源としては大きく５つに分けられます｡ 
① 給油前のドラム缶等に入っている時からすでに存在しているもの。（ドラム缶の新油で

NAS９級程度、ペール缶詰で NAS8 級程度といわれています。） 
② 給油時にポンプや外気との接触により混入されたもの。 
③ 油圧タンク内で，油圧装置稼動に伴う外気の出入りによって混入されるもの。 
④ 設備可動部などで、シリンダーが外気に触れることによりワイパーシール部より混入

するもの。 
⑤ これらの外的な要因で混入されたコンタミによって、主に摺動部で起こる摩耗によっ

て発生するパッキンや金属部品の摩耗粉。 
または、水分などによる錆やオイルの酸化劣化物の発生によるコンタミの増加現象。 

 
以上のような原因からコンタミは発生しています。通常のラインフィルター等

では処理できない大きさの粒子レベルからの除去が必要です｡ 
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この量が多ければ摺動部での金属摩耗が多量に発生する。 



 
オイルの管理基準とNAS等級について 
オイルの管理基準について 
一般作動油においては、およそ以下のような管理基準が設けられています。 
管理項目 単位 管理基準値（更油対象）  

動粘度 ４０℃ ｃSt 新油値±１０％ 
 ４０℃での粘度測定値  

全酸価 ｍｇKOH/ｇｒ 
作動油１ｇ中の全酸性物質を中和させる KOH（水

酸化カリウム）の量をｍｇで表したもの。 

新油値＋１．０ 

水分 ｐｐｍ １０００ppｍ以下 
 油１ｇ中に含有される水分の量で、正確には wt（ウ

ェイト）ppm と表示されます。 

 

重量汚染度 ｍg／１００ｍｌ 
油１００ｍｌを直径４７ｍｍ0.8μの 

メンブランフィルターに通し、フィルター上の残

留物量を計測した物です。 

５.０mg／１００ｍｌ以下 

NAS 等級 NAS  級 １０級以下＊ 
 米国宇宙航空協会によって定められた 

NAS1638 規格の清浄度コードで自動粒子カウン

ターにより油中のコンタミを 5～100μover 粒径

の定められたレンジ枠に分類して１００ｍｌ中の

個数を示しサイズレンジ中、最も高いクラスを

NAS 等級として表示します。等級は００～１２ま

であり、それ以上は over12 と表示されます。 

NAS 等級に関しては各設備によっ

て異なります｡一般的な油圧作動油

では１０級以下ですが、サーボ油圧

等では、７級以下と言われています。 

   

 

 
この様なガイドラインに沿って、汚染管理される事をお勧めいたします｡ 
トリプルアールはその為のお手伝いを致します｡ 
 
 



 

 



 
トリプルアール  

オイルクリーナーについて 
 
 
弊社エレメントフィルターは右図の通りの構造

であり、高さが１１４ｍｍあります。 
オイルはこの上から下に通過します。１１４ｍｍ

の間にμ単位のコンタミを捕捉致します｡ 
独自の外紙管圧入方式により、密度勾配を設けよ

り精度を高めています。濾材は独自に製造した 
バージンパルプ１００％使用しその吸水能力に

より水分までも処理いたします。  
 
 
フィルターの精度表示について 
フィルターの精度で何ミクロン等と言われていますが、この呼び方では大きく 2 種類の 
フィルターが存在します。 
 
① 公称精度（ノミナル） 
これは、濾材メーカーが独自に決めた平均粒孔径値（μｍ）によるもの。 
メーカー毎に基準が違う為に比較が難しく、正確な精度・性能評価としては適さない。 
 
② 絶対精度（アブソリュート） 
これは、ＭＩＬ－Ｆ－８８１５硬質球形粒子入りの流体を 1 回通過させ、二次側に発見 
される最大粒子の径。→エレメントの最大孔径（μｍ）によるもの。 
最近では、フィルターの精度をより正確に表示する為にβ（ベーター）－値と呼ばれる評

価法が用いられています｡ 
 
β－値とは？ 
濾過比率を表したもので、その評価法はＩＳＯ４５７２マルチパステストによるものです。 
このマルチパステストとは、そのフィルターの濾過前と濾過後でそれぞれ粒子数をカウン

トしその比率を表示するもので、フィルターの圧力損失初期値からフィルターエンドまで

を時系列で数段階計測し、その平均値をもって表示します。 
従って、シングルパステスト（フィルターによって１度だけ濾過した数値による評価。）に

よって表示している場合は真のベーター値とは言えません。 
 



 
 
このテストでは、2,3,5,10,20,30,40,50μの 8 クラスで 
計測し、β３＝７５・・・β10＝１０００等と表示します。 
 
          フィルター一次側（濾過前）における＠μｍ以上の粒子数 
濾過比率（β＠）＝ 
          フィルター二次側（濾過後）における＠μｍ以上の粒子数 
＠は粒子の大きさ（μｍ）前述 8 クラスの内、任意の数値が入る。 
 
β３＝７５のフィルターとは？ 
濾過前液体中 3μｍ以上の粒子数が７５００個あったものが、濾過後に 1００個になるもの 
である。つまり、３μｍ以上の粒径がある粒子ならば７４個捕捉し１個通過する性能であ

るフィルターということになります。 
もし、濾過後の３μｍ以上の粒子数が１０個であった場合β３＝７５０と表示します。 
β値が高いほど、良い精度のフィルターであるといえます。 
 
前述の絶対精度フィルターとはβ値が７５以上あるものです。（ＪＩＳ規格準拠） 
絶対３μのフィルターとは、β３＝＞７５と言う事になります｡ 
従って、いわゆる絶対精度の２０μフィルターを使用したといっても、２０μ以上の粒径 
のコンタミが０にはなりません。 
 
ちなみに、ＮＡＳ７級のオイルでも目視可能な５０μｍ以上の粒径のコンタミが最大 180 
個存在します。 
 
トリプルアールエレメントの特徴について 
トリプルアールオイルクリーナーエレメントは、ISO４５７２準拠のマルチパステストを受

けており、そのβ-値によりエレメントフィルターの精度を表示しております。 
（次頁御参照ください。） 
高精度と濾材であるパルプの特性によって、コンタミと水分の両方がコントロールするこ

とができます。 
トリプルアールでは、一般作動油の場合オイルタンク内の清浄度をＮＡＳ7 級前後で、水分

を１００ｐｐｍ前後で保持することを推奨し、各設備にマッチングしたクリーナーを提供

いたします。 
トリプルアールエレメントには、標準タイプの C シリーズ・高精度の M シリーズ・高コン

タミ対応型の D・ロングライフの X シリーズ・水グリコール用の WG シリーズ等様々な 
タイプを取揃えております。 



 
 
 

 
 
 



 
オイルクリーナーについて 
 
オイルクリーナーとは、前述のフィルターとハウジングを合わせた物の事です｡ 
（カタログを御参照ください。）また、エレメントの代表的な症状を下表にまとめました。 

 
 
この表のようにエレメントの症状によりオイルの状態が把握できることが、 
トリプルアールオイルクリーナーを使っていただく一番のメリットではないかと考えます。 
定期的なエレメント点検によるタンク内部の状態を定期的にチェックし、予備保全にお役

立て下さい。 
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